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研究成果の概要（和文）：  グローバル化する社会におけるスポーツと格差・不平等について、スポーツ社会学の領域
をはじめとして、グローバリゼーション研究、国際社会学、都市社会学、移民研究などの関連する研究領域の理論動向
を把握した。日本をはじめ、イギリス、南アフリカ、オーストラリア、アイルランドなどの地域において現地調査を実
施し、各地のスポーツと格差・不平等の実態を実証的に明らかにすることができた。また、格差・不平等の是正を企図
するスポーツによる社会開発、地域再生・活性化の実態を把握することができた。

研究成果の概要（英文）：In our research,we grasped trend of theory related to disparity and inequality in 
situation of globalization;such as sport sociology,globalization studies,international sociology,urban soc
iology and immigration research.
We conducted field surveys in Japan,UK,South Africa,Australia and Ireland.So we achieve object that is to 
clarify empirically actual situations of sport,disparity and inequality in those countries.Secondly,to gra
sp actual situations of regeneration and social development of community through sport intended to correct
 disparity and inequality.

研究分野：
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１．研究開始当初の背景 
(1)2003 年 11 月 17 日の国連総会における決
議において、スポーツを「教育、健康、開発
および平和を促進する手段」としての意義と
役割を高く評価し、その推進を述べている。
あわせて、2005 年を「スポーツと体育の国際
年 （ International Year of Sport and 
Physical Education）」とし、各国に体育・
スポーツの振興を呼びかけた。しかし現実に
は、国際的な経済的格差とそれに伴う貧困に
規定される形で、スポーツ機会の僅少な状況
が発展途上国を中心に存在している。同時に、
先進国といわれる地域においてもスポーツ
へのアクセスの困難を抱える多くの人々が
いる。さらに言えば、格差・不平等の状況は、
グローバル化が進む現代社会において、いっ
そう顕在化し、複雑化してきているととらえ
ることができる。 
 
(2)グローバル化の進展という状況下で、ス
ポーツ社会学の領域でも、移民や国際的な労
働力移動、貧富の偏差、先進国、途上国の事
例を基として、従来までの規範の変容などの
顕在化を意識し、現出する格差・不平等の問
題に対してスポーツが果たす役割の可能性
を追求した研究が現れてきている。テーマと
しては、公共政策としてのスポーツの展開、
多様な相違点がある中での社会統合の課題
とスポーツが果たす役割（移民、エスニシテ
ィ、などの観点も含みつつ）、スポーツが社
会開発に寄与する可能性について、などであ
る。 
 
２．研究の目的 
(1)グローバル化する社会におけるスポーツ
と格差・不平等について、関連する理論動向
の把握と共に、時間的、空間的に多様なアプ
ローチを用いつつ、海外調査、および国内調
査によって、さまざまな視座から総合的に明
らかにする。 
 
(2)グローバル化、人の移動、エスニックマ
イノリティ、などのキーワードから、各国・
地域のスポーツと格差・不平等の実態の諸相
を実証的に明らかにすると共に、社会的、歴
史的に考察する。 
 
(3)格差・不平等の是正を企図するスポーツ
による社会開発、地域再生・活性化の実態を
把握し、考察を加える。 
 
３．研究の方法 
(1)研究対象、および関連する領域（グロー
バリゼーション研究、国際社会学、都市社会
学、移民研究、生活構造論、など）の著作、
論文等の文献を収集し、理論研究の動向を把
握、分析した。 
 
(2)上記(1)で得た知見をふまえつつ、国内、
および国外の国・地域を対象として、上記「研

究の目的」で述べたような多様なアプローチ
と視座をもって、フィールドワーク、資料収
集（各国・地域の図書館等に収蔵されている
関連文書、関連団体の所蔵資料、および、行
政資料等）を行った。この際、研究組織を構
成するメンバー個々のフィールド調査の蓄
積、および国内外の研究者とのネットワーク
を活用して効率的に研究を進めた。 
 
４．研究成果 
(1)現代のグローバル化に関しては、経済の
ボーダーレス化が真っ先に取り上げられる
ことが多いが、その根底には多様な人の移動
という現象を伴っている。こうした人の移動
の多様化という視点に関して、「移民国家」
としての性格を歴史的に色濃く持っている
オーストラリアについて歴史社会的な考察
を行うと同時に、歴史的に自国の外に人を送
り出す側に立ってきたアイルランドからオ
ーストラリアへの移民に関して社会統合な
どの視点も含みつつ考察を加えた。こうした
考察から、オーストラリアで展開されてきた
スポーツにおいて、多文化主義のもとでの公
平性の追求と同時に格差・不平等の残存とい
う特質があることを明らかにした。 
 
(2)「スポーツと開発」のテーマに関しては、
社会開発、地域開発とスポーツに関する事例
研究を積み重ね、そこに見いだされる特徴を
抽出した。とくに、南アフリカの FIFA ワー
ルドカップ大会、およびロンドンのオリンピ
ック大会は、世界的なスポーツイベントであ
り、地域社会に及ぼす影響は多大なものであ
ることが明らかとなった。そして、スポーツ
を媒介項とする社会開発について、従来から
プラス面の強調されることが多かったが、貧
困層に対する施策の不均等などの負の側面
についても把握し、多層的な構造をもつこと
を示すことができた。 
 
(3)国内における（社会）開発に関しては、「地
域おこし」「地域再生」「地域活性化」等の言
葉で語られるようになっている。こうした現
状を、過疎地域の取り組み、沖縄におけるツ
ーリズムなどを対象としてその実態をとら
えた。そこにおいては、内発的および持続（可
能）な発展を志向する上で、地域住民の主体
性、相互の関係性の構築などが、大きな要素
であることを示すことができた。 
 
(4)日本、オーストラリア、ドイツ、イギリ
ス等、各国の戦後のスポーツ政策の動向の把
握を行ったが、とくに、日本のスポーツ政策
の戦後過程を全体的に振り返り、「するスポ
ーツ」を支える条件整備に関して考察を加え
た。そこにおいて、戦後改革期に提起された
スポーツ政策、スポーツ振興の理念は豊かで
あったが、その後の実現過程において理念を
実質化する手立てが必ずしも十分ではなか
ったこと、そのことにも起因して地域的な享



受の格差が生じてきていることを明らかに
した。 
 
(5)日本における子ども、青年のスポーツ機
会について、学校の運動部活動を主たる対象
として歴史と現状をとらえた。そこでは、部
活動がさまざまな問題を含み込みながらも
戦後長く存続し続けている構造を実態とと
もに明らかにした。また、暴力問題をはじめ
とする子ども・青年のスポーツの享受におけ
る格差の問題について、歴史的経緯と現状を
把握し、問題が起こってくる構造を示した。 
 
(6)上記の研究成果について、積極的に公表
に努めた。関連する学会の企画シンポジウム
のシンポジストとしての登壇など国内での
発表にとどまらず、研究代表者のオーストラ
リアでの招待講演をはじめとして、海外で開
催される学会での報告も数多く実施した。こ
れらを基盤として、著作、論文などの形とし
てまとめ、さらなる研究成果の発信を行った。 
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